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　３月２日（火）役場大会議室において留萌地区間伐材生産加工協同組合（松尾
忠司理事長）と災害時における応急対応業務に関する協定を締結した。これは、
災害発生時に被害の拡大防止と早期復旧を図ることを目的に森林などの被災によ
る人命救助のための障害物の除去や住居やその周辺に運ばれた土石、竹木等の除
去、緊急を要する建設木材、資材の調達及び輸送などを行うもの。
　この日、来庁した同組合の松尾理事長が森町長と協定書の取り交わしを行った。
挨拶で森町長は「昔から災害は忘れた頃にやってくると言われてきたが、今は異常
気象などの要因からいつ来るかもわからない。被害の防止と復旧は緊急を要する課
題となっていることから、今回の申し出は大変ありがたい」と述べた。

災害時における応急対応業務に関する協定手交式

寒さの中、白熱した試合が展開される ～雪合戦大会・雪中三角キックベースボール大会～
　３月７日（日）野球場において雪合戦大会と雪中三角キックベースボー
ル大会が開催され、中学生や管内の英語指導助手など町内外から７０名、
雪合戦は７チーム、キックベースボールは８チームの参加で行われた。
　この日は、朝から陽が照っていたものの風があったため、参加者も寒さ
に耐えながら行われた。雪合戦は１１回目を数えるが、キックベースボー
ルは初めての試み。キックベースでは、バッターボックス周辺がデコボコ
でボールがバウンドするため、タイミングが合わせづらく空振りする参加
者が多く見られ、うまく蹴っても雪のぬかるみで足を取られ転ぶ姿に会場
から笑いが起こった。結果は、雪合戦・キックベースボールともに優勝は
若さに勝るチームジェネレーションギャップが勝ち取った。

　３月９日（火）に町内小中学校に本町でも生産を行っている小麦「春よ恋」
を使ったくるみパンが提供され、子どもたちから大好評を得ていた。
　この日、古丹別小学校（岩村直幸校長）を訪れたのは「春よ恋をおいしく
頂くかい」を結成した村上和也代表、猫島貴之さん、小澤博記さんの３人。
本町では１９０ヘクタールの小麦のうち春よ恋は９０ヘクタール栽培、作業
効率や収量、品質が高い初冬まきが増えつつあり、３人はその技術を導入す
るため、下川町で研修に参加しているほか、町内イベント等にも参加し地元
産小麦をＰＲしている。地域に還元したいとの思いで留萌市の一久庵に依頼
し町内全児童生徒分のくるみパンを作ってもらいこの日に提供した。児童も「お
いしい。お代わりは？」との声もあり、３人も笑顔で様子を見ていた。村上代
表も「春よ恋の認知度が高まることを期待したい」と語った。

地元の小麦「春よ恋」を使ったくるみパンを学校給食に提供
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苫前保育園などに雑巾・ふきんを寄贈
　苫前婦人会（小野章子会長）が苫前保育園と苫前小学校、公民館
へ手作りの雑巾とふきん合わせて約１２０枚を寄贈した。
　雑巾とふきんは１２月をメドに会員が作成、１月の総会時に集めた
ものを役員で手直しや数の仕分けなどを毎年実施しており、寄贈を
始めてからすでに２０年以上が経過している。
　寄贈のあった苫前保育園の青木久美子園長は「雑巾は園児達が掃
除に、ふきんは厨房で活用させていただいています。毎年本当に助
かっています」と述べ、このことに小野会長は「各学校や施設で活用
していただいていることを大変うれしく思う。そのことが私たちの活
動の源になっている」とうれしそうに述べていた。

新入園児・新入学生の健康と安全を願って
　新入園児・新入学生の健康と安全を願って、町内外の企業・団体からの
寄贈が行われた。
　苫前婦人会（小野章子会長）は、熊のマスコット、高齢者事業団（鎌田
信夫会長）は、ひょうたんのマスコット、日赤奉仕団苫前町分団（濱本恭
子会長）は、日本赤十字社北海道支部のキャラクター入りの巾着袋とキー
ホルダーを、苫前町商工会女性部（渡部豊子会長）は鬼鹿神社でお祓いを
した鈴のお守りを寄贈した。
　企業からは、沿岸バス株式会社（出口治康社長）がアンパンマンの手下
げ袋３３枚の寄贈があった。この寄贈も昭和４７年頃より行われており、児童が安全に登下校できるようにとの願
いから夜光反射材のワッペンがついたものが贈られている。また、有限会社藤観光バス（桧森正春社長）は小学
校に入学する児童にランドセルカバーを寄贈した。こちらも昭和４９年から継続して行われ、車などから目立つよ

うお馴染みの黄色の色が印象的な
カバーだ。
　これらの寄贈に伊藤通康教育
長も「子ども達の健康や安全が第
一と考えている。これからは地域
全体で子ども達の健康や安全を見
守っていく体制づくりが必要です
ので、引き続き皆様のご協力をお
願いしたい」と述べていた。
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2011年7月24日までに今までのテレビ
放送（地上アナログ放送）は終了します。

？ 地デジは今までのテレビ放送と違う？
　地デジは、今までのテレビ放送よりきれいな映像が楽しめる
だけでなく、あなたにやさしく便利な２１世紀のテレビ放送です。

地デジについてご不明な点は、以下の関係機関にお問い合わせ下さい。
《地上デジタル放送全般についてのお問い合わせ先》
　　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
　　・私の家では、地デジをみることができますか？ ・地デジを見るには、どうすればよいですか？
　　など、わからないことがありましたら電話でお問い合わせください。
　　電話：０５７０－０７－０１０１（平日：9:00～21:00、土日・祝日：9:00～18:00）
             　　上記の番号でつながらない場合は、電話：０３－４３３４－１１１１でお受けします。

？ いつ変わる？なぜ変わる？

　２０１１年７月２４日までに、あなたのテレビを地デジ対応に
かえていただく必要があります。
　地上デジタル放送は、より進んだ放送ができるだけでなく、
電波を有効に使うことができます。携帯電話など電波の使い道
が増えたため、テレビ放送を地デジに切りかえることになりま
した。皆様のご協力をお願いいたします。

？ 地デジを見るには？

新しくテレビを買いかえる人は
　「地上デジタルテレビ」と指定して
　買うようにしましょう。

今のテレビを引き続き使いたい人は
　お手持ちのテレビに「地上デジタルチューナー」
をつけましょう。
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電話 ６５－４０７６　FAX ６５－３２２０
e-mail  shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

～あなたの生涯学習、応援します～

苫前町公民館

■苫前町郷土資料館
　開館期間　5月～10月
　開館時間　10:00～17:00
　入館料

5月1日から開設される文化施設・スポーツ施設

区分 小、中学生 高校生、一般

個
人

町内   50円 100円

町外 100円 300円

団体 一人につき個人料金の該当する区分の
3割引(10円未満切り捨て)

※小学校就学前の児は無料
　休館日　月曜日(夏休み期間は無休)
※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日となります。

■苫前町野球場
　開設期間　5月～10月
　開設時間　9:00～21:00
　夜間照明使用料　20分310円

■B&G海洋センタープール
　開館期間　5月～9月
　開館時間　午前10:00～12:00　午後13:00～17:00
　　　　　　夜間18:00～20:30
　使用料

区分
小中学生 高校生 一　般

1回 シーズン 1回 シーズン 1回 シーズン

町内 50円 500円 100円 1,000円 200円 3,000円

町外 100円 200円 300円

　休館日　月曜日(夏休み期間は無休)
※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日となります。

■パークゴルフ場（苫前･古丹別）
　開設期間　5月～10月
　開設時間　6:30～日没
　用具貸出　スポーツセンター、苫前町郷土資料館、
　　　　　　とままえ温泉ふわっと

　チャレンジデーは、5月の最終水曜日の午前0時から午後9時までの間、
15分間以上の運動を行った人の参加率を市町村単位で競い合う住民総参
加型スポーツイベントです。昨年は73.0％（2,771人）の参加をいただ
くことができました。苫前町は今年で8回目の参加となりますが、まちの
連帯感を高め住民の参加と健康づくりにチャレンジすることを目的に実施
します。皆様の参加と協力をお願いします。

チャレンジデー2010　5月26日（水）vs北海道礼文町

今年の対戦相手は礼文町　～初の北海道対決～
礼文町は、宗谷管内礼文島にある町。漁業と観光のまちで、利尻昆布やウニを始めとした豊富
な海の幸や、レブンアツモリソウなど島固有の高山植物などが有名です。チャレンジデーは昨
年に引き続き 2回目の挑戦です。

　今年度のリサイクル広場は年4回（4・9・10・2月）実施します。
　品物は1点10円で提供し、その収益金は、なかよし広場などの子育
て環境を充実させる事業に活用させていただきます。
　事前のお申込みなどは一切不要です。品物を入れるための大きな袋
をご持参ください。

　日時　4月24日（土）　10：00～15：00
　場所　苫前町公民館講堂

リサイクル広場（乳幼児向け用品）

学びの広場
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萌
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協
議
会
が
あ

り
、
年
に
１
度
管
内
で
の
研
修
会
を
開

催
し
、
健
康
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
意

見
や
情
報
交
換
を
通
し
て
高
め
合
っ
て

い
ま
す
。
家
族
の
健
康
・
地
域
の
健
康

づ
く
り
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
主
婦
向
け
に
食
事
と
運

動
か
ら
健
康
を
実
践
す
る
「
ヘ
ル
シ
ー

教
室
」
、
小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
し

た
「
お
や
こ
料
理
教
室
」
、
男
性
だ
っ

て
料
理
を
楽
し
め
る
「
男
前
料
理
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
新

た
に
、
野
菜
料
理
を
食
卓
に
増
や
そ
う

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
会
員
か
ら
募

『
ご
存
じ
で
す
か
？
〜
食
生
活
改
善
協
議
会
』

今
月
の
担
当
は
駒
井
栄
養
士
で
す
。

集
し
た
「
我
が
家
の
レ
シ
ピ
」
か
ら
成

人
講
座
に
て
試
食
と
レ
シ
ピ
の
配
布
を

し
、
高
齢
者
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
行
い
ま
し
た
。
各
種
事
業
で
の

講
師
依
頼
が
あ
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ

て
い
ま
す
。

＊
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で

＊
我
が
家
の
レ
シ
ピ
…
？

〜
三
つ
の
料
理
教
室

＊
今
年
度
の
活
動

　

現
在
、
推
進
員
と
な
る
た
め
の
養
成

講
座
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
教

室
に
参
加
を
募
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
下
記
の
と
お
り
３
つ
の
料
理
教
室
を

開
催
予
定
で
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 おすすめ

の一品を
ご紹介！

医療法人社団オロロン会
苫前クリニック

理事長　小野　哲郎　1 64－9070

食事療法の実践

　適正な体重を維持し日常の活動を行うため
に、必要なエネルギー量を確保する食事の量
が目標で極端な過不足は一般的に有害であ
る。第２に栄養素のバランスが重要です。
　そこでまず、１日の総エネルギーの算出が
必要です。総エネルギー量が指示されると具
体的な配分をします。ここで６つの食品グル
ープに分類した食品交換表を利用します。表
１には穀類・いもなど、表２には果物、表３に
は魚介・肉・卵・大豆製品など、第４には牛
乳や乳製品、表５には油脂や油の多い食品、
表６には野菜を分類している。指示や食品交
換を簡便にするため、単位で表示し１単位を
８０キロカロリーと決めている。表１～表６
には１単位にあたる量が重量（ｇ）で示して
いる。ただし、表６の野菜はいろいろな種類
を取り合わせて３００ｇが１単位です。例え
ば、１日の指示単位が２０単位（１６００キ
ロカロリー）では表１に１１単位、表２に１単
位、表３に４単位、表４
に１．５単位、表５に１
単位、表６に１単位、調
味料に０．５単位に配分
すると栄養バランスが
良くなります。

北留萌消防組合消防署
〃

1６４-２３２１
1６５-４１１９

苫 前 支 署
古丹別支署

春の火災予防運動
（H22.4.20～4.30）

「消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子」

　子供に火遊びをしないよう日頃から注
意しましょう。
　もし火遊びをしている子供を見かけた
ら、すぐに止めさせ注意しましょう。

【みんなで注意！】

〈22年度 主な事業予定〉〈22年度 主な事業予定〉
7月下旬　おやこ料理教室
　初めてでも大丈夫！子どもと一緒に食育を
10月下旬　骨々ヘルシー料理教室
　運動と食事でコツコツ、骨も丈夫にしませんか
2月下旬　男前料理教室
　男性のための…ひとり暮らしでも大丈夫！

　※詳細は回覧やポスターでお知らせします。

　お宅に住宅用火災警報器は設置
されていますか？
　また万が一に備え、消火器があ
ると便利です。

【防火対策は大丈夫?】
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料率が変わります～

加入者（被保険者）の方にお支払いいただく保険料は、2年ごとに保険料率を決めることとなっております。
平成22・23年度の新しい保険料率を、お知らせします。

●保険料の計算方法（平成22年度）
　保険料は、全ての加入者（被保険者）の方にかかります。
　保険料額は、加入者（被保険者）が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」の合計で計算します。
　世帯主や加入者（被保険者）の所得に応じて、保険料の軽減があります。

※この保険料率に基づく平成22年度の保険料額は、7月に「保険料額決定通知書」により個別に通知します。

　⑵　所得割の軽減　～　加入者個人の所得で判定します。
　　前年の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は、所得割が5割軽減となります。
　　例）年金収入180万円の場合
　　　＊軽減判定→180万円－120万円（公的年金等控除）－33万円（基礎控除）＝27万円（軽減に該当）
　　　＊所 得 割→27万円×10.28％×5割＝13,878円（年間保険料のうち所得割額分）
　⑶　被用者保険の被扶養者であった方の保険料の軽減
　　この制度に加入したときに、被用者保険の被扶養者だった方は、所得割はかからず均等割が9割軽減となります。
　　※被用者保険とは・・・
　　　全国健康保険協会管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの健康保険のことです。
　　市町村の国民健康保険や国民健康保険組合は含まれません。　

問い合わせ先 北海道後期高齢者医療広域連合　☎011－290－5601
苫前町役場　総務財政課税務係　☎0164－64－2213

●保険料の軽減について
　⑴　均等割の軽減　～　所得に応じて、均等割44,192円が以下のとおり軽減となります。
　（軽減は、世帯の加入者全員と世帯主の所得の合計で判定します。加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。）

所得が次の金額以下の世帯
平成21年度 平成22年度

軽減後均等割額
比　較

軽減割合 軽減後均等割額

33万円かつ加入者全員が年金収入
80万円以下で他の所得がない

9割軽減 4,300円 4,400円 100円増

33万円 8.5割軽減 6,300円 6,628円 328円増

33万円＋（24万5千円×世帯主以外の加入者数）
※単身世帯の方は該当しません。

5割軽減 21,571円 22,096円 525円増

33万円＋（35万円×世帯の加入者数） 2割軽減 34,514円 35,353円 839円増

※保険料の計算は、均等割額と所得割額を合算後に、100円未満を切り捨てます。

均 等 割
（加入者が等しく負担）

平成20・21年度
（年間）

43,143円

▲ 平成22・23年度（年間）

44,192円
【1,049円増】

所 得 割
（加入者の所得に応じて負担）

平成20・21年度

9.63%
▲ 平成22・23年度

10.28%
【0.65ポイント増】

所　得　割
【本人の所得に応じた額】

（平成21年中の所得－33万円）×10.28％

１年間の保険料
（100円未満切捨て）
（限度額50万円）

＋ ＝
均 等 割

【1人当たりの額】

44,192円 

●保険料の計算方法（平成22年度）
　保険料は、全ての加入者（被保険者）の方にかかります。
　保険料額は、加入者（被保険者）が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」の合計で計算します。
　世帯主や加入者（被保険者）の所得に応じて、保険料の軽減があります。
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発生件数
　０件 

死者数
０人

負傷者数
０人

苫前町の交通事故情報
平成22年3月の事故状況

発生件数
４件 

死者数
０人

負傷者数
８人

平成22年2月末までの累計

3月31日現在で242日

住宅エコポイント
１　エコリフォーム
　平成22年１月1日～12月31日に工事着手したもの
（平成22年１月28日以降に工事が完了したものに限る）
　※工事着手とは、ポイント対象工事を含むリフォー
　　ム工事全体の着手をいいます。
〈工事内容〉
　次の①又は②の改修工事
　①窓の断熱改修
　②外壁、屋根、天井又は床の断熱改修

　北海道植樹祭は道民との協働による森林づくりを進める中心的な行事として、毎年道内で開催されています。本
年は道北圏域として下川町を会場に開催が予定されており、参加者を４月上旬から募集しています。

「第６１回北海道植樹祭ｉｎ下川」の参加者募集

　21年度の実績　52,923,212円
    （H21.3～H22.3） 

　平成22年2月分の実績
  　・供給電力量　602,430kWh 
　 　　　　　    　 7,558,989円
      （昨年実績　6,416,665円）

風力発電の売電状況
（町営風来望３基分）

4月 町税の納期

納期内納入にご協力願います。

今月は、

軽 自 動 車 税
の納付月です。

・開 催 日　５月３０日（日）８：００～
・開催場所　下川町桜ヶ丘公園
・内　　容　アトラクション、記念式典、植樹、
　　　　　　パネル展等催事、特産物販売等
・主　　催　北海道・北海道森林管理局・下川
・交通関係　自家用車等で参加できます。
　　　　　　（会場周辺に専用駐車場あり）

・募集締切　４月２３日（金）まで
　（先着順として定員(1500名)になり次第締め切らせて
　いただきます。詳細は後日連絡いたします）
・問い合わせ先、申し込み先
　上川北部森づくりセンター（☎01656-2-1726）
・そ の 他
　参加者全員に参加記念品及び昼食が出ます

２　エコ住宅の新築
　平成21年12月8日～平成22年12月31日に建築着工
したもの
（平成22年１月28日以降に工事が完了したものに限る）
　※建築着手とは、根切り工事又は基礎杭打ち工事の
　　着手をいいます。
〈工事内容〉
　次の①又は②に該当する新築住宅
　①省エネ法のトップランナー基準（住宅事業建築主
　　の判断基準）相当の住宅
　②省エネ基準（平成11年基準）を満たす木造住宅

※これらに併せて、バリアフリーリフォーム　(手す
　り設置、段差解消、廊下幅の拡張)を行う場合は、
　その分のポイントが加算。

※ポイント申請には、基準証明のため登録住宅性能
　評価機関等の第三者評価が必要です。

ポ
イ
ン
ト
の
発
行
対
象

エコリフォームまたはエコ住宅の新築でポイントが発行されます

１　エコリフォーム（１戸あたり300,000ポイントを限度とします）
発
行
ポ
イ
ン
ト
数

窓の断熱改修

内窓設置
外窓交換

2.8㎡以上 1.6～2.7㎡ 0.2～1.5㎡
18,000ポイント 12,000ポイント 7,000ポイント

ガラス交換
1.4㎡以上 0.8～1.3㎡ 0.1～0.7㎡

7,000ポイント 4,000ポイント 2,000ポイント

外壁・屋根・天井・床の断熱改修   
外壁 屋根・天井 床

100,000ポイント 30,000ポイント 50,000ポイント
 バリアフリー改修

(50,000ポイントを限度)
手すり設置 段差解消 廊下幅等拡張
5,000ポイント 5,000ポイント 25,000ポイント

２　エコ住宅の新築：１戸あたり 300,000ポイント
※３月８日より申請受付開始。申請方法・期限等の詳細は住宅エコポイント公式ホームページへ
※ポイントは商品券、地域産品、省エネ製品などに交換できます。

住宅エコポイントについての相談窓口（土・日・祝日も受付しています）
０５７０－０６４－７１７　ナビダイヤル（有料）

受付時間　９：００～１７：００
住宅エコポイント公式ホームページ　http://jutaku.eco-points.jp
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様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

戸
籍
の
小
箱

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

丹
羽　

元
一 

（
97
歳
） 

２
月
20
日　
　

旭　

竹
内　

富
子 

（
80
歳
） 

２
月
24
日　

長　

島

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

氏　

名

年
齢

住
所

死
亡
日

氏　

名

父
・
母

出
生
日

住
所

農林水産省からのお知らせ

　

慣
れ
た
山
で
も
、
山
菜
採
り
に
夢
中
に
な
る
と

隠
れ
た
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
心
が
け
て
、
山
菜
採
り
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

山
菜
採
り
の
心
構
え
5
ヶ
条

①
家
族
等
に
行
き
先
と
帰
宅
時
間
を
知
ら
せ
ま

　

し
ょ
う

　
　

行
き
先
、
帰
宅
時
間
等
を
必
ず
家
族
に
知
ら

　
　

せ
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

②
単
独
で
の
入
山
を
避
け
、
二
人
以
上
で
声
を
掛

　

け
合
い
位
置
を
確
認
す
る

　
　

山
に
は
二
人
以
上
で
入
り
、
た
え
ず
声
を
か

　
　

け
あ
い
、
お
互
い
の
位
置
の
確
認
を
。

③
服
装
は
目
立
つ
色
に
し
ま
し
ょ
う

　
　

白
や
黄
色
、
蛍
光
色
の
服
装
は
よ
く
目
立

　
　

ち
、
発
見
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
携
帯
電
話
や
非
常
食
、
熊
よ
け
の
た
め
の
鈴
や

　

ラ
ジ
オ
等
を
携
行
し
ま
し
ょ
う

　
　

鈴
や
笛
な
ど
の
音
の
出
る
も
の
は
熊
除
け
や

　
　

自
分
の
位
置
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
ア
メ
や

　
　

チ
ョ
コ
な
ど
は
非
常
食
に
な
り
ま
す
。
連
絡

　
　

用
と
し
て
携
帯
電
話
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
迷
っ
た
と
き
に
は
無
理
を
せ
ず
、
落
ち
着
い
て

　

行
動
し
ま
し
ょ
う

　
　

迷
っ
た
と
き
は
、
む
や
み
に
歩
き
回
ら
ず
体

　
　

力
の
消
耗
を
抑
え
、
落
ち
着
い
た
行
動
が
必

　
　

要
で
す
。
救
助
の
た
め
に
は
発
見
さ
れ
や
す

　
　

い
視
界
の
開
け
た
場
所
、
野
宿
に
適
し
た
場

　
　

所
を
早
め
に
探
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

ヒ
グ
マ
に
注
意
！

・
「
熊
の
出
没
注
意
」
の
看
板
の
有
る
場
所
に
は

　

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
ヒ
グ
マ
の
足
跡
や
糞
を
み
た
と
き
に
は
、
引
き

　

返
し
ま
し
ょ
う
。

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
で
音
を
立
て
、
存
在
を
知
ら
せ
ま

　

し
ょ
う

◆米戸別所得補償モデル事業
　　主食用米について生産数量目標に即して生産を行
　った販売農家と集落営農を対象に助成を行います。
●定額部分　作付面積１０ａ当たり１万５千円。
　（自家飯米分は一律１０ａが差し引かれます）
●変動部分　２２年産の主食用米価格が過去３年の販
　　　　　　売価格を下回った場合に、その差額を追
　　　　　　加補てんします。

　３月号のお悔やみ欄で「丹羽元一」さ
んと記載するところを「丹羽克一」さんと
記載しました。
　ご親族の方の心情を考えるとあっては
ならない記載間違いでした。
　改めてお詫び申し上げるとともに、今後
同様なことがないよう注意いたします。
　申し訳ありませんでした。

お 詫 び

山
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

戸別所得補償モデル対策がスタートします

◆水田利活用自給力向上事業
　　自給率向上のために水田で麦・大豆・米粉用米・
　飼料用米などを生産する販売農家・集落営農の皆さ
　んに、主食用米と同程度の所得を確保できる水準の
　支援を行います。
●交付単価（10ａ当たり）　※全国単価
　　麦・大豆・飼料作物　　　　　３万５千円
　　新規需要米（米粉用米など）　８万円
　　そば・なたね・加工用米　　　２万円
　　その他作物　　　　　　　　　１万円
●激変緩和措置
　　交付単価が従来の対策に比べ減少する地域におい
　て交付額の調整を行います。

戸別所得補償モデル対策に関する質問・照会は
北海道農政事務所　地域第十一課
TEL：0125－22－1511　FAX：0125－22－1637

　農林水産省は平成23年度から本格的な戸別所
得補償制度を導入するため22年に二つの事業を
セットで実施して効果の検証を行います。
　わが国の自給率向上、農業経営の安定につなが
るようご理解とご協力をお願いします。

ご協力を ～北るもい漁協苫前支所・ホタテ部会より～
　３月下旬からホタテ稚貝出荷が始まるため、毎年輸送用コンテナを購入しま
すが、稚貝出荷時期には不足します。地域住民に輸送カゴごと配ることから、
そのまま輸送カゴが戻らないこともあります。
　もし、皆様のご自宅にホタテの輸送カゴがあれば
北るもい漁協苫前支所へ戻すか、連絡してもらえな
いでしょうか？ご協力をお願いします。
　連絡先：北るもい漁協苫前支所
　　　　（☎６４－２３３１）
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編

集

雑

記
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
も
終
わ
り

ま
し
た
が
、
日
本
は
残
念
な
が
ら

金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
先
日
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
特
集
が
放
送
さ
れ
た
の

を
目
に
し
ま
し
た
。
体
に
ハ
ン
デ

ィ
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
、
む
し

ろ
普
通
の
競
技
よ
り
技
術
的
に
は

難
し
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、

そ
の
活
躍
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
た
だ
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
比
較
す
る
と
放

送
さ
れ
る
回
数
が
少
な
く
、
放
送

さ
れ
て
も
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
こ
と

し
か
流
れ
ず
、
と
て
も
残
念
に
思

い
ま
し
た
。

　

私
の
思
い
で
す
が
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
出
場
選
手
に
対
す
る
マ
ス
コ

ミ
等
の
放
送
が
多
く
、
余
計
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
選
手
達
の
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
も
い
い
の
で
は
と

感
じ
、
も
っ
と
の
び
の
び
競
技
に

集
中
さ
せ
て
あ
げ
た
方
が
い
い
の

で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

ど
う
せ
な
ら
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
平
等
に
放
送
し
た
方
が
い
い

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
ハ
ン
デ

ィ
の
あ
る
方
が
そ
の
活
躍
を
見
る

こ
と
で
、
自
分
も
何
か
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
勇
気
が
わ
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
ハ
ン
デ
ィ

が
な
い
人
に
も
そ
の
頑
張
る
姿
に

感
動
し
な
い
人
は
い
な
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　

感
動
は
心
の
活
力
。
う
ま
く
表

現
で
き
ま
せ
ん
が
、
栄
養
剤
み
た

い
な
も
の
か
な
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

（
Ｑ
）
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